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昨
年
一
二
月
二
五
日
、

旧
国
鉄
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
裁
判
で

勝
利
和
解
が
成
立
し
た
。

　

訴
え
て
い
た
の
は
、

被
害
者
で
国
鉄
の
分
割

民
営
化
で
大
船
工
場
を

退
職
し
〇
四
年
に
六
一

歳
で
死
亡
し
た
加
藤
さ

ん
の
長
女
・
大
前
麻
衣

さ
ん
と
、
旧
国
鉄
・
Ｊ

Ｒ
貨
物
で
操
車
係
を
し

て
曝
露
し
〇
六
年
に
労
災
認
定
さ
れ
〇
八
年
に
六
三

歳
で
死
亡
し
た
小
林
忠
美
さ
ん
の
妻
と
子
供
達
。

　

今
和
解
の
内
容
は
、
同
種
訴
訟
の
東
京
高
裁
判
決

（
〇
五
年
）
よ
り
多
く
の
死
亡
慰
謝
料
を
認
め
た
こ

と
。
ま
た
同
時
に
こ
の
和
解
を
機
に
、（
独
）「
鉄
道
・

運
輸
機
構
」
は
旧
国
鉄
業
務
災
害
補
償
制
度
を
見
直

　

二
〇
〇
九
年
が
明
け
た
一
月
一
七
日
、
第
三
〇
回

を
数
え
る
恒
例
の
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
皇
居
桜

田
門
前
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
し
て
開
催
さ
れ

た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
数
の
組
合
員
・
家
族
・
Ｏ

Ｂ
の
参
加
を
得
て
、
日
頃
鍛
え
た
健
脚
を
競
い
合
っ

た
。

　
【
一
周
の
部
】

優　

勝　

大
森　

良
明　

上
野
・
東
京
電
車
線
配
電

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

技
セ

準
優
勝　

佐
藤　
　

優　

八
王
子
・
西
立
川
駅

第
三
位　

銭
座　

幹
宏　

上
野
・
東
京
土
木
技
セ

し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
で
亡
く
な
っ
た
職
員
の
遺
族

に
対
す
る
補
償
一
時
金
制
度
（
一
千
万
円
）
を
創
設

し
て
、
今
年
四
月
か
ら
規
定
の
改
正
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
な
ど
。

　

こ
の
和
解
を
受
け
て
、
原
告
弁
護
団
・
国
労
神
奈

川
地
区
本
部
な
ど
は
二
六
日
か
ら
二
七
日
、
鉄
道

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設
し
た
が
、

二
三
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
。

第
三
位　

小
川　

隆　

上
野
・
松
戸
車
両
セ
Ｏ
Ｂ

【
将
棋
の
部
】

優　

勝　

高
山
裕
治　

八
王
子
・
八
王
子
土
木 

    

技
術
セ
ン
タ
ー

準
優
勝　

中
島
實
一　

上
野
・
我
孫
子
金
町
保

　

 

線
技
セ

準
優
勝　

大
石
有
一　

    
    

新
橋
・
蒲
田
電
車
区

準
優
勝　

田
辺
典
通　

  
    

新
橋
・
蒲
田
電
車
区
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国 

労 

加 

入 

を

大
胆
に
訴
え
よ
う

　

〇
九
年
国
労
東
京
新
春
旗
開
き
が
、
四
ツ
谷
の
主

婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
開
か
れ
た
。

　

松
川
書
記
長
の
司
会
挨
拶
で
開
会
し
、
新
年
の
挨

拶
を
石
上
委
員
長
が
行
っ
た
。

　

来
賓
は
東
京
交
運
労
協
・
久
保
秀
明
議
長
か
ら
頂

き
、
早
速
、
国
労
東
日
本
本
部
・
伊
藤
委
員
長
の
乾

杯
と
な
っ
た
。

　

若
干
の
懇
談
の
後
、
次
々
と
来
賓
か
ら
激
励
や
連

帯
の
挨
拶
が
続
い
た
。

　

東
京
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
・
関
事
務
長
、
東
京
地

評
・
伊

藤
潤
一

議
長
、

東
京
全

労
協
・

諸
隈
信

行
事
務

局
長
、

国
労
弁

護
団
・

宮
里
邦

雄
弁
護

士
、
民

主
党
・

名
取
憲

彦
都
議

　

一
月
二
四
日
、
第
一
三
回
国
労
東

京
囲
碁
将
棋
大
会
が
北
と
ぴ
あ
で
開

催
さ
れ
た
。

　

今
年
も
、
日
本
棋
院
か
ら
村
松
竜

一
七
段
、
日
本
将
棋
連
盟
か
ら
北
島

忠
雄
六
段
を
迎
え
、
会
場
の
制
限
時

間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
の
白
熱
し
た
対
局

が
行
わ
れ
た
。

【
囲
碁
の
部
】

優　

勝　

末
永
俊
昭　

神
奈
川
・
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　

船
車
両
セ

準
優
勝　

福
田　

進　

上
野
・
松
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　

車
両
セ
Ｏ
Ｂ

　
【
二
周
の
部
】

優　

勝　

北
島　

和
人　

神
奈
川
・
東
神
奈
川
電
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

区

準
優
勝   

加
賀
耕
三
郎　

新
幹
線
・
東
一
両

第
三
位　

吉
田　

孝
志　

神
奈
川
・
東
神
奈
川
電
車

                              

区

分 

会 

紹 

介 

⑨
甲
府
電
力
信
通
連
合
分
会

　

私
達
の
分
会
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
合
理
化
に
よ

り
組
織
の
再
編
成
を
強
い
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
う

組
合
員
数
の
減
少
に
よ
り
、
同
じ
電
気
職
場
で

の
電
力
・
信
通
の
連
合
分
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

職
場
は
、大
月
メ
セ
（
電
力
）・
甲
府
メ
セ
（
電
力
）

（
信
号
）
で
一
〇
名
の
組
合
員
で
す
。
作
業
保
守

エ
リ
ア
は
、
中
央
線
の
上
野
原
〜
小
淵
沢
ま
で

の
約
七
〇
ｋ
ｍ
で
す
。
信
号
職
場
で
は
、
保
守

エ
リ
ア
が
広
く
車
の
移
動
は
一
〇
〇
ｋ
ｍ
を
超

え
る
運
転
が
当
た
り
前
で
、
夜
勤
勤
務
で
は
休

憩
時
間
も
ろ
く
に
取
れ
な
い
実
態
。
電
力
職
場

で
も
、
昇
進
昇
格
試
験
に
未
だ
に
合
格
者
が
出

て
い
ず
、
そ
の
悪
影

響
が
職
場
の
業
務
に

も
表
れ
、
東
労
組
の

主
任
と
若
い
指
導
職

が
中
心
と
な
り
仕
事

を
廻
す
よ
う
に
な
り
、

業
務
の
効
率
化
や
居

残
り
超
勤
と
仕
事
優

先
の
雰
囲
気
が
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
ど
う
国
労
運
動
を

広
げ
て
い
く
の
か
が

課
題
。

　

分
会
は
、
三
箇
所
に
職
場
が
離
れ
て
お
り
勤

務
の
都
合
で
集
ま
る
事
が
難
し
い
状
況
や
、
こ

の
間
の
扱
わ
れ
ざ
ま
や
改
善
の
兆
し
の
な
い
職

場
実
態
に
ア
キ
ラ
メ
・
シ
ラ
ケ
の
雰
囲
気
も
あ

り
ま
す
が
、
月
一
回
の
定
例
分
会
集
会
を
大
月

地
区
・
甲
府
地
区
と
交
互
に
開
催
し
地
理
的
問

題
も
克
服
し
な
が
ら
継
続
。
し
か
し
、
な
ん
と

い
っ
て
も
皆
の
集
ま
る
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
集
会
で
は
一
人
一
言
を
目

標
に
全
員
の
議
論
で
勤
務
の
問
題
や
職
場
実
態

の
突
合
せ
を
軸
に
意
思
統
一
。
団
塊
の
世
代
の

波
に
伴
い
年
々
組
合
員
が
減
少
す
る
傾
向
で
す

が
、
組
合
員
の
一
人
一
人
の
気
持
ち
を
大
切
に

職
場
か
ら
声
を
出
し
、
組
織
強
化
拡
大
に
向
け

奮
闘
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

二
周
入
賞
者

会
議
員
、
社
会
民
主
党
・
保
坂
展
人
衆
議
院
議
員
・

日
森
文
尋
衆
議
院
議
員
・
上
田
け
い
子
衆
議
院
千
葉

七
区
予
定
候
補
、
日
本
共
産
党
・
徳
留
道
信
衆
議
院

東
京
比
例
区
予
定
候
補
・
室
喜
代
一
都
議
会
労
働
部

副
部
長
。

　

そ
の
後
、
若
干
の
歓
談
を
行
い
、
第
二
部
で
国
労

東
京
議
員
団
の
紹
介
と
挨
拶
を
受
け
、
地
区
本
部
・

支
部
を
代
表
し
て
自
動
車
支
部
・
磯
辺
委
員
長
、
国

労
東
京
闘
争
団
を
代
表
し
て
原
田
洋
一
副
団
長
か
ら

挨
拶
を
受
け
、
山
本
副
委
員
長
の
閉
会
挨
拶
、
委
員

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
今
年
一
年
の
奮
闘
を
誓
い

合
っ
た
。

一
周
入
賞
者

指
導
対
局

拡大報告
一
一
・　

一 

新
橋
支
部
・
池
袋
車
掌
区
で
四
八
歳
（
未
加
入
よ
り
）

一
二
・
一
五　

大
宮
地
区
本
部
・
大
宮
車
両
所
で
二
七
歳
（
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
よ
り
）

　

一
・　

一 

八
王
子
地
区
本
部
・
東
所
沢
駅
で
四
七
歳
（
Ｊ
Ｒ
東
労
組
よ
り
）
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大
宮
工
場
支
部
と
、
工
場
だ
け
で
は
な
く
、
運
転
協

議
会
と
貨
物
協
議
会
の
組
合
員
も
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
は
議
長
に
大
宮
工
場
支
部
の
中
村
委
員
を

選
出
、
工
作
協
議
会
・
大
平
議
長
か
ら
「
今
日
ま
で

の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
交
流
と
団
結
を
さ
ら
に
強
め
、

東･

貨
物
の
和
解
の
成
果
を
組
織
拡
大
に
つ
な
げ
よ

う
」
と
挨
拶
が
さ
れ
、
来
賓
に
は
地
本
・
山
本
副
委

員
長
と
東
京
運
転
協
・
中
里
議
長
が
参
加
さ
れ
、
情

勢
と
連
帯
の
挨
拶
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
各
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
の
作
業
実
態

と
業
務
量
提
案
時
の
東
京
・
大
宮
支
社
の
対
応
や
、

組
織
拡
大
に
向
け
て
の
取
組
み
状
況
な
ど
が
発
言
さ

れ
ま
し
た
。

　

増
田
事
務
長
の
集
約
で
は
「
東･

貨
物
、
東
京･

大

宮
の
状
況
や
実
態
を
共
有
で
き
る
場
を
作
る
と
共
に
、

運
転
協
議
会
と
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
て
、
職
場
か

ら
国
労
ら
し
い
取
組
み
を
し
な
が
ら
、
組
織
の
拡
大

に
つ
な
が
る
よ
う
な
運
動
を
展
開
し
よ
う
」
と
ま
と

め
ら
れ
、
最
後
に
大
平
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

終
了
し
ま
し
た
。

ス
腱
、
こ
れ
ま
で
の
効

率
化
・
合
理
化
施
策
を

検
証
し
、
安
全
な
車
を

提
供
す
る
と
と
も
に
退

職
ま
で
安
心
し
て
働
け

る
職
場
環
境
を
築
こ

う
」と
強
調
。
ま
た「
女

性
社
員
が
運
転
職
場
に

も
拡
大
す
る
な
か
で
施

設
・
設
備
が
遅
れ
て
い

る
。
経
営
計
画
『
〜
挑

む
〜
』
を
検
証
す
る
と

と
も
に
、
人
事
・
賃
金
制
度
導
入
等
闘
い
を
強
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。
来
賓
の
東
京

工
作
協
・
大
平
議
長
、
東
日
本
運
転
協
・
後
藤
事
務

長
、
地
本
・
松
川
書
記
長
か
ら
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

　

活
動
方
針
提
起
の
後
、
九
名
の
代
議
員
か
ら
「
車

両
・
信
号
施
設
等
事
故
が
多
発
」「
自
然
災
害
・
事

故
時
で
の
長
時
間
缶
詰
状
態
の
時
の
食
事
・
送
り
込

み
等
」「
年
休
が
取
れ
な
い
」「
今
の
勤
務
で
六
〇

歳
ま
で
勤
務
で
き
る
の
か
」「
運
輸
区
拡
大
に
伴
い

一
方
に
区
が
集
め
ら
れ
た
結
果
異
常
時
に
対
応
で

き
な
い
。
女
性
の
設
備
が
遅
れ
て
い
る
」
こ
と
、
組

織
拡
大
で
は
、
各
職
場
の
奮
闘
が
報
告
さ
れ
、
最
後

に
、
こ
の
間
五
名
の
組
織
拡
大
を
し
た
中
野
電
車
区

か
ら
「
組
織
拡
大
は
難
し
く
考
え
る
の
で
は
な
く
、

き
っ
か
け
を
大
事
に
し
て
。
少
し
の
勇
気
を
持
つ

こ
と
」
と
の
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

に
む
け
て
現
場
長
に
申
し
入
れ
を
し
た
」「
出
向
先

で
、
Ｍ
Ｔ
Ｔ
が
削
減
さ
れ
連
夜
作
業
が
発
生
、
会

社
は
削
減
し
た
か
ら
で
は
な
く
、
通
常
の
業
務
で

連
夜
が
あ
る
と
回
答
」「
貨
物
会
社
で
は
保
全
体
制

の
見
直
し
で
エ
リ
ア
が
拡
大
、
休
憩
場
所
も
な
い
、

車
で
昼
食
を
と
る
実
態
」
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
合
理
化
の
再
検
証
」
と
「
競
合

作
業
把
握
シ
ス
テ
ム
」
の
問
題
点
を
各
ブ
ロ
ッ
ク
・

分
会
は
丁
寧
に
議
論
し
要
求
化
に
む
け
て
い
く
努

力
が
重
要
だ
と
意
思
統
一
し
、
大
津
議
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
九
日
地
本
会
議
室
に
於
い
て
、
第
二
一

回
東
京
工
作
定
期
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
工
作
に
は
東
京
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
の
大
井

工
場
支
部
、
大
宮
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
の
大
宮
工
場

支
部
と
貨
物
の
川
崎
車

両
所
分
会
が
所
属
し
て

い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
第
三
期
車
両
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
近
代
化
の
施
策

に
よ
り
、
旧
山
手
電
車

区
の
保
全
科
分
会
が
大

井
工
場
支
部
に
、
東
大

宮
車
両
セ
ン
タ
ー
の
分

会
も
大
宮
工
場
支
部
に

所
属
し
、
さ
ら
に
貨
物

の
大
宮
車
両
所
分
会
が

　

一
二
月
一
三
日
、
東
京

貨
物
協
議
会
第
二
一
回
定

期
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

経
過
報
告
の
承
認
と
当
面

す
る
活
動
方
針
に
つ
い
て

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
鈴
木
委
員
が

選
出
さ
れ
、
主
催
者
挨
拶

と
し
て
東
京
貨
物
協
議
会
・

長
島
議
長
の
挨
拶
、
来
賓

に
は
東
京
地
本
の
稲
荷
執

行
委
員
・
東
日
本
本
部
の

平
田
特
執
・
関
東
貨
物
協
議
会
の
吉
田
事
務
長
か
ら

挨
拶
を
受
け
、
経
過
報
告
・
方
針
提
案
の
後
に
八
名

の
討
論
を
受
け
ま
し
た
。

　

発
言
で
は「
嘱
託
制
度
の
充
実
化
と
作
業
の
緩
和
」

「
職
場
環
境
改
善
要
求
で
の
団
交
の
成
果
」「
組
織
拡

大
の
取
り
組
み
」「
和
解
以
降
の
春
闘
や
受
験
の
取

り
組
み
の
強
化
」
を
は
じ
め
「
技
術
継
承
の
問
題
」

や
「
出
向
先
の
労
働
条
件
改
善
」
な
ど
自
ら
の
労
働

実
態
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
長
島
議
長
か
ら
「
一
番
の
問
題
は
要
員
不

足
。
コ
ス
ト
削
減
を
は
じ
め
、
次
期
ダ
イ
ヤ
改
正
で
更

な
る
劣
悪
化
も
想
定
さ
れ
る
。
他
労
組
を
も
巻
き
込
み

要
求
の
多
数
派
か
ら
組
織
の
多
数
派
を
め
ざ
し
た
い
。

ま
た
こ
の
力
を
組
織
拡
大
へ
結
び
つ
け
て
い
く
」「
出

向
者
・
嘱
託
社
員
の
問
題
に
つ
い
て
、
現
場
の
実
態
を

会
社
へ
訴
え
る
な
ど
取
り
組
み
を
強
め
て
い
く
。
〇
九

春
闘
も
東
京
と
し
て
多
く
の
仲
間
を
結
集
で
き
る
よ

う
努
力
す
る
」「
新
人
事
・
賃
金
制
度
は
学
習
を
強
め
、

そ
れ
を
他
労
組
に
広
げ
る
努
力
を
し
て
い
く
」
と
ま
と

め
ら
れ
、
現
行
役
員
体
制
の
継
続
、
長
島
議
長
に
よ
る

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

地
本
運
協
は
一
二
月
三
日
に
定
期
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
出
さ
れ
た
多
く
の
意
見
は
、「
駅
の

あ
り
方
」
で
職
場
労
働
条
件
の
大
幅
な
変
化
で
す
。

多
く
の
職
場
の
出
改
札
の
八
〇
〜
九
〇
％
を
契
約

社
員
が
占
め
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
古
参
の
社
員
が

追
い
出
さ
れ
た
り
、
戦
々
恐
々
と
し
て
い
ま
す
。
会

社
は
「
技
術
の
継
承｣
と
い
い
ま
す
が
、「
専
門
職

は
い
ら
な
い
。
誰
か
人
が
い
れ
ば
い
い
」
と
い
っ
た

職
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
業
務
委
託
は
シ
ニ
ア
雇
用

の
場
、
だ
が
要
員
が
確
保
で
き
ず
、
は
じ
め
に
出
向

あ
り
き
の
施
策
。
本
年
四
月
に
は
「
支
社
別
グ
ル
ー

プ
会
社
及
び
清
掃
整
備
会
社
の
再
編
」
も
あ
り
、
再

編
に
伴
う
問
題
等
交
渉
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
安
全
・
安
定
輸
送
」
が
最
大
の
課
題
。
連
日
、
ど

こ
か
で
輸
送
障
害
が
起
こ
り
、
職
場
が
大
混
乱
を
起

こ
し
て
い
ま
す
。「
駅
の
あ
り
方
」
で
効
率
化
を
求

め
、
契
約
社
員
・
業
務
委
託
で
運
転
関
係
が
扱
え
な

い
、
技
術
の
継
承
も
な
し
、
輸
送
障
害
時
の
定
時
運

転
や
回
復
に
結
び
つ
か
ず
、
混
乱
に
拍
車
。
更
に
、

旅
客
に
迷
惑
、
社
員
に
は
超
過
労
働
を
強
い
て
い
ま

す
。
職
場
は
、
超
勤
な
し
で
は
仕
事
が
回
ら
な
い
ほ

ど
要
員
が
削
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
輸
送
障
害
実
態
調

査
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安
定
輸
送
を
求
め
る
た
め

の
必
要
要
員
、
現
場
と
指
令
の
連
携
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
や
輸
送
障
害
が
起
き
て
し
ま
っ
た
と
き
の
司

令
員
の
技
量
の
問
題
等
を
、
団
体
交
渉
等
で
提
言

を
し
て
い
く
と
い
う
大
事
な
調
査
で
あ
り
、
今
後

も
続
け

て
い
く

こ
と
を

確
認
し

委
員
会

を
終
了

し
ま
し

た
。

　

東
京
工
務
協
議
会
第

二
二
回
定
期
委
員
会
が

一
二
月
一
三
日
〜
一
四

日
、
熱
海
に
於
い
て

五
八
名
の
参
加
者
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会

議
長
に
鈴
木
豊
委
員

（
八
王
子
保
技
セ
）
副

議
長
に
福
元
勇
人
委
員

（
東
京
建
技
セ
）
を
議

長
団
に
選
出
。

　

東
京
工
務
協
・
大
津

議
長
が
「
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
合
理
化
が
七
年
を
経
過
、
ま
だ
事
故
が
繰
り
返
し

発
生
し
死
亡
事
故
も
起
き
て
い
る
現
状
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
合
理
化
に
お
け
る
安
全
問
題
等
に
つ
い
て

検
証
を
強
め
合
お
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
地
本
・

宮
﨑
組
織
部
長
か
ら
情
勢
・
組
織
強
化
拡
大
の
現
状

に
つ
い
て
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
「
一
支
社
一
土
技
セ
に
な
り
エ
リ
ア

拡
大
で
足
ロ
ス
が
発
生
、
夜
勤
で
全
員
が
寝
る
場

所
も
な
い
」「
エ
ル
ダ
ー
制
度
は
労
働
条
件
、
賃
金

関
係
に
つ
い
て
問
題
が
あ
り
、
制
度
の
資
料
が
必

要
」「
組
織
拡
大
の
取
組
み
は
新
規
採
用
者
の
加
入

　

東
京
運
転
協
議
会
第
二
〇
回
定
期
委
員
会
は
、

五
二
名
の
出
席
で
、
昨
年
一
二
月
二
〇
日
大
井
町
に

於
い
て
、
座
長
に
田
町
電
車
区
分
会
の
北
村
代
議
員

を
選
出
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
里
議
長
は
、
度
重
な
る
関
東
運
輸
局
か
ら
の

警
告
を
受
け
「
安
全
問
題
は
Ｊ
Ｒ
会
社
の
ア
キ
レ


